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中国四国地方年金記録訂正審議会第１回総会議事等 

 

《議事・資料》 

○ 開会、委員の紹介、事務局の紹介、会議の成立 

 ⇒「資料１―１」中国四国地方年金記録訂正審議会委員名簿 

 ⇒「資料１―２」地方年金記録訂正審議会規則（平成 27 年 厚生労働省令第 83 号） 

 ※総会座席図（事務局職員の所属・役職・氏名入り） 

 

議題１ 中国四国地方年金記録訂正審議会会長の選任 

 

議題２ 中国四国地方年金記録訂正審議会運営規則について 

 ⇒「資料２」中国四国地方年金記録訂正審議会運営規則（案） 

 

議題３ 副会長及び会長代行並びに部会に属すべき委員及び部会長の指名について 

 ⇒「資料３」部会に属すべき委員一覧表 

    会長が指名する委員を検討後、配付 

 

議題４ その他 

 

 



資料１－１ 

中国四国地方年金記録訂正審議会 委員名簿 

 

平成２７年４月１０日現在 
 

伊藤 義隆（いとう よしたか） 税理士 

臼田 耕造（うすだ こうぞう） 弁護士 

畝田谷 栄子（うねだや えいこ） 社会保険労務士 

江口 由紀（えぐち ゆき） 社会保険労務士 

大内 智隆（おおうち ともたか） 税理士 

大谷 義雄（おおたに よしお） 社会保険労務士 

大平 昇（おおひら のぼる） 弁護士 

柏信 憲二（かしのぶ けんじ） 税理士 

木脇 淳一（きわき じゅんいち） 税理士 

髙面 治美（こうめん はるみ） 弁護士 

酒井 秀芳（さかい ひでよし） 行政書士 

塩田 節子（しおた せつこ） 社会保険労務士 

島方 時夫（しまかた ときお） 弁護士 

瀨川 德子（せがわ のりこ） 社会保険労務士 

西山 正寛（にしやま まさひろ） 司法書士 

秦 清（はた きよし） 弁護士 

藤澤 良之（ふじさわ よしゆき） 元広島市西区保険年金課長 

藤目 暢之（ふじめ のぶゆき） 税理士 

柳瀬 治夫（やなせ はるお） 弁護士 

（よしい さちこ） 行政相談委員 

（注） 五十音順、敬称略 

〔計 ２０名〕 

吉告 吉井 幸子 
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○ 地方年金記録訂正審議会規則（平成 27年厚生省令第 83 号） 

 

 （所掌事務） 

第一条 地方年金記録訂正審議会（以下「審議会」という。）は、厚生年金保険法（昭

和二十九年法律第百十五号）第百条の九第三項の規定により読み替えられた同法第二

十八条の四第三項及び国民年金法（昭和三十四年法律第百四十一号）第百九条の九第

三項の規定により読み替えられた同法第十四条の四第三項の規定によりその権限に

属させられた事項の処理に関する事務をつかさどる。 

 （組織） 

第二条 審議会は、委員三十人以内で組織する。 

２ 審議会に、特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、臨時委員を置くこ

とができる。 

 （委員等の任命） 

第三条 委員及び臨時委員（以下「委員等」という。）は、学識経験のある者のうちか

ら、地方厚生局長が任命する。 

 （委員の任期等） 

第四条 委員の任期は、二年とし、一年ごとに、その半数を任命する。ただし、補欠の

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

３ 臨時委員は、第二条第二項の規定による特別の事項の調査審議が終了したときは、

解任されるものとする。 

４ 委員等は、非常勤とする。 

５ 委員等は、職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も同様とする。 

 （会長）  

第五条 審議会に、会長を置き、委員の互選により選任する。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめその指名する委員が、

その職務を行う。 

 （部会） 

第六条 審議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。 

２ 部会に属すべき委員等は、会長が指名する。 

３ 部会に、部会長を置き、当該部会に属する委員等のうちから、会長が指名する。 

４ 部会長は、当該部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるときは、当該部会に属する委員等のうちから部会長があらかじ

め指名する者が、その職務を代理する。 

６ 審議会は、その定めるところにより、部会の議決をもって審議会の議決とすること

ができる。 

 （議事） 

第七条 審議会は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ、会

議を開き、議決することができない。 

２ 審議会の議事は、委員及び議事に関係のある臨時委員で会議に出席したものの過半
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数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

３ 前二項の規定は、部会の議事について準用する。 

４ 委員等は、自己の利害に関係する議事に参与することができない。 

  （資料の提出等の要求） 

第八条 審議会は、その所掌事務を遂行するため必要があると認めるときは、地方厚生

局長又は地方厚生支局長に対し、資料の提出、意見の表明、説明その他必要な協力を

求め、又は国民年金法第十四条の二第一項（同条第二項において準用する場合を含む。）

又は厚生年金保険法第二十八条の二第一項（同条第二項及び第三項において準用する

場合を含む。）の規定により訂正の請求をした者、事業主その他の関係者の意見を聴

くことができる。 

２ 前項の規定は、部会について準用する。 

 （庶務） 

第九条 審議会の庶務は、地方厚生局年金審査課において処理する。 

 （雑則） 

第十条 この省令に定めるもののほか、議事の手続その他審議会の運営に関し必要な事

項は、会長が審議会に諮って定める。 

      附 則 

  （施行期日） 

１ この省令は、公布の日から施行する。 

  （経過措置） 

２ この省令の施行に伴い新たに任命される委員のうち、地方厚生局長が任命の際に指

名する者の任期は、第四条第一項の規定にかかわらず、一年とする。 
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中国四国地方年金記録訂正審議会運営規則（案） 

 

平成 27 年４月 日 

中国四国地方年金記録訂正審議会会長決定 

 

（趣旨） 

第一条 中国四国地方年金記録訂正審議会（以下「審議会」という。）の運営については、

地方年金記録訂正審議会規則（平成 27 年厚生労働省令第 83 号）の定めるところによる

ほか、この規則の定めるところによる。 

 

（招集） 

第二条 審議会は、会長が招集する。 

２ 会長は、審議会を招集するときは、あらかじめ、日時、場所及び審議事項を記載した

書面をもって、委員及び審議事項に関係ある臨時委員に通知しなければならない。ただ

し、緊急を要する場合は、この限りでない。 

３ 委員及び審議事項に関係ある臨時委員は、事故のため出席できないときは、あらかじ

め、その旨を会長に届けなければならない。 

 

（副会長） 

第三条 審議会は、１人以内の副会長を置くことができる。 

２ 副会長は会長が指名する。 

 

（会議の議事） 

第四条 会長は、議長として審議会の審議を運営する。 

 

（部会） 

第五条 審議会に、５以内の部会を置くことができる。 

 

（諮問の付議） 

第六条 会長は、国民年金法第十四条の二第一項（同条第二項において準用する場合を含

む。）又は厚生年金保険法第二十八条の二第一項（同条第二項及び第三項において準用す

る場合を含む。）の規定による請求（以下「請求事案」という。）について、中国四国厚

生局長又は四国厚生支局長の諮問を受けたときは、各部会の部会長の意見を聴いて、取

り扱う部会を定め、請求事案を当該部会に付議することができる。 

２ 部会長は、当該部会に係属している請求事案について、当該部会で取り扱うことが不適

当と認める場合には、直ちに、会長にその旨を報告しなければならない。 

３ 会長は、前項の規定による報告があった場合において、請求事案を取り扱う部会を変更

する必要があると認めるときは、関係する部会の部会長の意見を聴いて、当該事案を取

り扱う部会を変更することができる。 

 

（議決） 

第七条 前条の規定に基づき部会に付議された請求事案については、会長の同意を得て、
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部会の議決を審議会の議決とすることができる。 

 

第八条 委員及び審議事項に関係ある臨時委員は、審議会の議決に際して、やむを得ない

理由により議決前に退席しようとする場合において、当該議題について賛否を明らかに

した書面を会長に提出し、会長が会議に諮ってこれを受理したときは、当該議題の議決

に加わることができる。 

 

（委員の除斥） 

第九条 地方年金記録訂正審議会規則第七条第四項に規定する自己の利害に関係する議事

とは、次の各号のいずれかに該当する場合をいう。 

一 委員及び臨時委員又はその配偶者若しくは配偶者であった者が請求事案の請求者

（以下「請求者」という）であるとき 

二 委員及び臨時委員が請求者の４親等内の血族、３親等内の姻族若しくは同居の親族

であるとき、又はあったとき 

三 委員及び臨時委員が請求者の後見人、後見監督人、保佐人、 保佐監督人、 補助人

又は補助監督人であるとき 

四 委員及び臨時委員又はその配偶者若しくは配偶者であった者が当該請求事案に係る

事業所の代表者、役員若しくは職員であるとき、又はあったとき 

五 前各号に掲げるもののほか、委員及び臨時委員が、当該請求事案につき特別な利害

関係を有するとき 

 

（会議の公開） 

第十条 会議は非公開とする。ただし、会長が必要と認めるときは、公開とすることがで

きる。 

 

（口頭意見陳述） 

第十一条 審議会は、請求者から申立てがあったときは、当該請求者に口頭で意見を述べ

る機会を与えるものとする。ただし、審議会が、その必要がないと認めるときは、この

限りでない。 

２ 請求者は、前項の規定により意見を述べるに当たっては、審議会の許可を得て、その

者の家族その他の関係人とともに出席することができる。 

３ 第一項の請求者の意見は、審議会の開催地又は開催地以外の地で聴取することができ

る。 

４ 審議会は、第一項の請求者の意見聴取を行う場合には、委員及び審議事項に関係ある

臨時委員であって、会長が指名するものに行わせることができる。 

５ 前項の指名を受けた委員及び審議事項に関係ある臨時委員は、第一項の請求者の口頭

意見陳述を聴取したときは、当該口頭意見陳述の要旨を記載した書面を作成し、審議会

に報告するものとする。 

 

（説明聴取） 

第十二条 審議会は、必要があると認めるときは、事業主その他関係者に対し、口頭での
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説明を求めることができる。 

２ 前項の説明は、審議会の開催地又は開催地以外の地で聴取することができる。 

３ 審議会は、第一項の口頭説明の聴取を行う場合には、委員及び審議事項に関係ある臨

時委員であって、会長が指名するものに行わせることができる。 

４ 前項の指名を受けた委員及び審議事項に関係ある臨時委員は、第一項の口頭説明の聴

取を行ったときは、当該口頭説明の要旨を記載した書面を作成し、審議会に報告するも

のとする。 

 

（議事要旨等） 

第十三条 審議会における議事は、次に掲げる事項を議事要旨に記載するものとする。 

一 会議の日時及び場所 

二 出席した委員及び審議事項に関係ある臨時委員の氏名 

三 議事となった事項 

２ 議事要旨は公開するものとする。 

３ 審議会の議事の経過は、議事録を作成するものとする。 

４ 議事録には、会長及び会長の指名する委員２名が署名するものとする。 

 

（答申） 

第十四条 審議会の答申は、書面をもって行うものとする。 

２ 前項の書面には、次に掲げる事項を記載するものとする。 

一 結論 

二 請求の要旨等 

三 判断の理由 

３ 審議会の答申は、公開するものとする。 

 

（諮問の取下げ） 

第十五条 審議会は、中国四国厚生局長又は四国厚生支局長から諮問の取下げがあったと

きは、答申をすることを要しないものとする。 

 

（部会への適用） 

第十六条 部会の運営について、第二条、第四条、第八条及び第十条から第十三条（第四

項を除く。）までの規定中「審議会」とあるのは「部会」と、「会長」とあるのは「部会長」

と、「委員及び審議事項に関係ある臨時委員」とあるのは「部会に属すべき委員及び臨時

委員」と読み替えて適用するものとする。 

 

（雑則） 

第十七条 この規則に定めるもののほか、審議会の事務手続に関し必要な事項は、会長が

定める。 

 

附 則 

この運営規則は、平成 27 年４月○日から施行する。 



資　料　３

会　　長（◎）
副 会 長（●）
会長代行（○）

部会長（★） 氏　　　名 ふりがな 分　　類 審議会（部会）

伊藤　義隆 いとう　よしたか 税理士 中国四国（第１）

臼田　耕造 うすだ　こうぞう 弁護士 中国四国（第２）

畝田谷　栄子 うねだや　えいこ 社会保険労務士 中国四国（第３）

江口　由紀 えぐち　ゆき 社会保険労務士 中国四国（第２）

大内　智隆 おおうち　ともたか 税理士 中国四国（第４）

● ★ 大谷　義雄 おおたに　よしお 社会保険労務士 中国四国（第４）

大平　昇 おおひら　のぼる 弁護士 中国四国（第４）

柏信　憲二 かしのぶ　けんじ 税理士 中国四国（第３）

木脇　淳一 きわき　じゅんいち 税理士 中国四国（第２）

◎ ★ 髙面　治美 こうめん　はるみ 弁護士 中国四国（第２）

酒井　秀芳 さかい　ひでよし 行政書士 中国四国（第１）

塩田　節子 しおた　せつこ 社会保険労務士 中国四国（第５）

★ 島方　時夫 しまかた　ときお 弁護士 中国四国（第３）

瀨川　德子 せがわ　のりこ 社会保険労務士 中国四国（第１）

西山　正寛 にしやま　まさひろ 司法書士 中国四国（第５）

○ ★ 秦　清 はた　きよし 弁護士 中国四国（第１）

藤澤　良之 ふじさわ　よしゆき 元地方自治体年金担当課長 中国四国（第３）

藤目　暢之 ふじめ　のぶゆき 税理士 中国四国（第５）

★ 柳瀬　治夫 やなせ　はるお 弁護士 中国四国（第５）

　井　幸子 よしい　さちこ 行政書士 中国四国（第４）

部会に属すべき委員一覧表

五十音訓、敬称略

(案）


